
西の湖・三ぽうヨシ交流会
【開催報告】

日時：令和７年３月１５日（土）１３：３０～１５：３０

場所：西の湖すてーしょん（近江八幡市安土町下豊浦４１８７－３）

主宰：近江八幡市総合政策部企画課



「西の湖・三ぽうヨシ交流会」について

 西の湖は、広大なヨシ原を有し、ラムサール条約湿地に登録されている貴重な自
然環境です。

 この自然を未来に残すために、一人ひとりができることを考え、新たなつながり
を作るイベントを開催することとなりました。

 今回は「ヨシ」をテーマとして、西の湖、ヨシに少しでも興味のある市民、西の
湖における活動団体を対象とした交流会といたしました。

 当日は、NPO団体や企業、営農組合、行政、個人での活動者など、実に多様な主
体からの参加があり、総勢４２名の方にご参加いただけました。

 交流会の主な内容としては、まずは西の湖やヨシに関する話題提供として、

環境カウンセラー・河合嗣生様と滋賀県琵琶湖保全再生課より講演いただきまし

た。

 その後、参加者同士の交流として、西の湖への思いを記した名刺交換や、テーマ
別でのグループワークへ取り組んでいただきました。



交流会の様子①

講師からの話題提供では、講師
の方の「西の湖の推し」紹介や
生物多様性を守っていくポイン
ト、西の湖のヨシの現状につい
てお話いただきました。

西の湖・ヨシへの思いを記した
名刺交換は、5人以上目標に交
換！多くの人が、今まで関わっ
たことのない人たちと交わる
きっかけとなりました。



交流会の様子②
 グループワークでは、各グループでテーマごとに
意見交換してもらいました。

 「30年後、あなたが鳥になって西の湖やヨシ原を
見たときに、どんな人がどんな表情で何をしてい
るだろう？」「これだけは残したい！30年後の未
来のわたしたちに繋いでいきたいヨシ！」など、
未来へつながるアクションを考える問いを投げか
けました。

 各グループ、それぞれ真剣に考えてくださり、西
の湖やヨシに対する皆さんの真剣な思いが、会場
一体に満ちていました。

＜グループワークからの意見（抜粋）＞
・西の湖の魅力としては、その時代にあった経済活動と結び付けていくこと、それでいて自然を保つことが大切。
・SNSを使って情報発信、将来に伝えていくための人材として、子どもへの学習をもっとしていく。踏み出す一歩とし
て、
ヨシを十分に使っていきたい。

・ようやく西の湖のヨシに興味を持ってもらえるようになった。でも、それでどんどん仕事が増えるわけでもない。
維持していかないといけないが、使えるものが少ないし、使わないと廃れていってしまう。

・西の湖を売り出すようなプロデューサーのような人を見つけ出していく。
・ヨシを売り出すなら、松明をイベント会場で置く、ヨシ笛のBGMを流すなど、PRしていきたい。
ヨシ刈りの商品開発などもしていければと思う。



アンケート結果①
参加者４２名中 アンケート回答３２名（回答率：７６％）

＜回答者の基本情報＞

男性

21人（66%）

女性

9人（28%）

回答なし

2人（6%）

参加者

個人

10人（31%）

団体

17人（53%）

回答なし

5人（16%）

所属

30代以下

5人（16%）

40代

2人（6%）

50代

8人（25%）

60代

2人（6%）

70代

10（31%）

80代以上

5人（16%）

年齢



アンケート結果②
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参加理由

交流に興味があったから

知人・友人に誘われたから

西の湖・ヨシに興味があっ

たから

環境保全に興味があったか

ら

その他

〇参加しようと思ったきっかけは何ですか。
（２つまで選択可）
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未来に残したい西の湖の魅力

生き物の多様性

原風景の美しさ

文化・伝統の大切さ

産業を守ることの大切さ

人と人のつながり

癒しとしての観光地

製品開発の可能性

その他

〇今回はヨシをテーマとして、未来に残したい魅力あ
る西の湖を探る機会としました。 今回の交流を通し
て、どんな魅力を未来に残したいと感じましたか？
（３つまで選択可）



アンケート結果③
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繋がっていきたい分野

西の湖やヨシなどの自然環境に特

化した、専門家のような人

西の湖やヨシなどの自然環境を保

護する活動をしている人

製品開発などに協力してくれる人

あなたの活動を積極的に外部（イ

ンターネット含む）に発信してく

れる人
あなたの活動を一緒に盛り上げて

くれる人

その他

〇今回の交流会は、多様なつながりを作ることもテー
マとしていました。今後、どのような分野の人とつな
がりたいでしょうか。（２つまで選択可）
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今後も交流会をしていくとしたら…

今回のようなゆるい交流会がよい

あなたの活動を発表できる機会がよ

い

交流会よりも勉強会がしたい

異なる分野が交わるような機会がよ

い

〇今後もこのような交流会をしていくにあ
たり、あなたの思いを聞かせてください。
（１つ選択）。



アンケートからの意見（抜粋）
 今、何も考えない、何も知らない、何も行動しないことは、西の湖を失います。

 年１回は交流会をしてほしい

 こんなにたくさんの方が様々な活動をしていることを知り、驚きました。ゆるく
つながりながら、30年後のイメージを共有し、協力できたら理想的です。

 西の湖等、参加前よりも、今の方が、歴史や問題等知り、行動していくことが大
切だと思いました。ありがとうございました！

 西の湖に関わる人がこれだけたくさんおられるということが心強く感じました。
西の湖の風景を守っていけるようこれからも興味関心を持ってできることに取り
組んでいけたらと思います。本日は有難うございました！

 30年後も現在のままであってほしい。原風景を守っていかなければならないと強
く感じる交流会でした。

 もっとこういう会を増やし、更に勉強会としても実施してほしい

 西の湖、ヨシについて考える機会があり有意義でした。有難うございました。

 みなさんが本気で考えている姿をみて、西の湖は大丈夫と感じました。

 西の湖やヨシにいろいろな立場から関わったり興味を持ったりしている方と話す
ことができすごく学びになりました。

 市民だけでなく県民にももっとよさを知ってほしい。

たくさんのご意見、
ありがとうございました。

今後も、このゆるいつながりが、
原風景を守る取組に
つながることを願って…


